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簡単なモデル細胞膜をデザインして
バイオセンサとして利用

脂質分子が水中で自己集合的に形成する脂質二分子膜は，その
構造に起因する不均一な構造を有しており，かつ周囲の環境条件
に依存して膜流動性の変化や側方相分離などの構造の変化や表面
特性の変化が見られます。これらの変化を利用した環境依存性の
分子認識や環境評価の可能性を検討します。

研究
専門 生体機能・バイオプロセス，生体関連化学

所属学会 化学工学会，日本化学会，日本生物工学会，日本用内抽出学会，分離技術会

主研究テーマ モデル細胞膜を利用するバイオセンサの開発

１）脂肪酸混合脂質二分子膜とアミロイド性ペプチドとの相互作用

２）脂質二分子膜の固定化とバイオセンサへの応用

キーワード 脂質二分子膜，膜流動性，側方相分離，不均一構造，分子認識

researchmap https://researchmap.jp/read0195291

教育
担当授業 工業英語(3年)，化学工学I(3年)，化学工学II(5年)，

応用化学コース実験(5年)

高専間人事交流制度を利用して鈴鹿高専に赴任してまいりました。短い期間ではありますが
どうぞよろしくお願いいたします。

連絡先：morita＠chem.suzuka-ct.ac.jp

自己集合

水の中ではひとりでに
直径1/10,000 mmほどの
球状集合体をつくります

脂質分子 リポソーム
（二分子膜）

・脂質分子の種類と混ぜる割合で二分子膜を
デザインできる

表面：水になじみやす
い（親水性）

内部：水になじみにく
い（疎水性） 脂質分子どうしの

つながりはゆるい
↓

・その場で回転
・横方向に移動
（側方拡散）

・２種類以上の脂質分子が含まれていると・・・
→おなじ性質を持つ分子同士が集合することがあります

柔らかい領域 硬い領域

側方相分離

性質の違う部分は周りの分子との関わり方も違うはず
→ 分子の識別に関連する性質かもしれない
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